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Critical Population Trend of the Small-scale Sillago Sillago parvisquamis (family Sillaginidae) at 
Nakatsu Tidal Flat, Suo-nada Sea, Western Seto Inland Sea, Japan, 2016-2018  
Toshihiro SHIGETA1, 2, Takeshi TOMIYAMA2, Yoichi SAKAI2 and Hidetoshi SAITO2
要旨：キス科の絶滅危惧種アオギス Sillago parvisquamis について，最大の生息地である瀬戸内海周防灘南部（豊
前海）の大分県中津干潟において 2016 ～ 2018 年の繁殖期に緊急調査を実施し，本種の生息状況や年齢構成などを
明らかにした。2016 年，2017 年，および 2018 年の釣り CPUE（個体数 /3 時間 / 人；平均値±標準偏差）は，それ
ぞれ 0.80 ± 1.3（n＝13），4.3 ± 2.9（n＝18），および 0.33 ± 0.65（n＝9）の低値を示した。依然として，繁殖活
動が認められるものの，個体数の減少は著しく，危機的な生息状況にあることが明らかになった。 
キーワード：アオギス，キス科，絶滅危惧種，中津干潟，Sillago parvisquamis
Abstract: The small-scale sillago Sillago parvisquamis (family Sillaginidae) has been evaluated as one of the endangered 
species in Japan.  The only largest local population exists at Nakatsu tidal flat in the southern part of the Suo-nada Sea 
(Buzen-kai Sea), Seto Inland Sea.  The population structure of the species on the tidal flat was investigated in 2016-2018 
to determine recent population trends.  As a result, no dominant year class was observed in the population.  Catch per unit 
effort (CPUE) (indiv./3 hours/person; mean ± SD) by rod and line fishing during the spawning seasons in 2016, 2017 and 
2018 showed low values, at 0.80 ± 1.3 (n = 13), 4.3 ± 2.9 (n = 18) and 0.33 ± 0.65 (n = 9), respectively.  Histological 
examination of ovaries of the females captured in 2018 indicated that spawning had occurred as yet.  These findings 
suggest that the small-scale sillago stock has decreased to a critical level in Japan.
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Ⅰ．緒言
　日本にはキス科 5 種が生息し（Sano and Mochizuki，
1984；鈴木ほか，2001；林・萩原，2013），このうち























　本報では，2016 ～ 2018 年の繁殖期に，中津干潟に
おける生息状況などを緊急調査したので，その危機的
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よく採集される。特に，5 ～ 7 月の繁殖期に河口の干
潟域に蝟集し，よく採集される（重田・薄，2011）。
2016 ～ 2018 年 3 ヵ年の 5 月下旬から 6 月の昼間に，
中津干潟（大分県中津市）で本種を対象とした釣りに
よる採集調査を実施した。2016 年は 5 月 20 日，6 月
8 日，および 10 日にのべ 13 名，2017 年は 5 月 27 日，
28 日，6 月 10 日，および 11 日にのべ 19 名，2018 年





した。ただし，全長の表記は 0.1cm 単位とした。1 人
が竿 2 本（竿 1 本に 1 ～ 2 個の針を装着）の使用を基
本とし，餌は市販のアオゴカイ Perinereis aibuhitensis
の他，イシイソゴカイ Perinereis nuntia vallata あるい
はスナイソゴカイ Perinereis nuntia brevicirris を用い
た。採集頻度は，1.5 時間以上の採集を行った採集者
を対象として，単位努力量当たり採集個体数（CPUE：
個体数 /3 時間 / 人）で表した。CPUE は平均値±標準
偏差で表した。2016 年と 2017 年はそれぞれのべ 4 名





協力の全遊漁者へ聞き取りを行った。2016 年 6 月 7
日は，2 名の遊漁者へ聞き取りのみを行った。さらに，
2016 年 12 月に中津市の 3 店の釣具店関係者へ，同年
秋季の本種の採集状況を中心に聞き取りを行った。
2016 年 6 月 8 日，2017 年 5 月 28 日と 6 月 11 日，2018 
年 5 月 30 日，6 月 13 日，および 16 日の採集調査時
の満潮前後に，携帯型水温・塩分・DO 計（YSI ナノ
テック，Model 85）を用いて，採集場所の底層（水











た林・萩原（2013）に，本種と Sillago sinica の同定






し 0.01mm 単位で，体重は電子天秤を使用し 0.001g
単位で計測した。ただし，全長の表記は 0.1cm 単位
とした。計数・計測方法は Hubbs and Lagler（1958）
に従った。年齢査定は伊元ほか（1997）に従った。
ただし，採鱗は 1 個体から 10 枚とし，封入剤を使わ
ずスライド標本を作成し，実体顕微鏡下で年齢を読み
取った。雌雄は，肉眼および実体顕微鏡下にて生殖腺





した。後述のとおり，2018 年には本種は僅か 2 個体（全
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　アサリ Ruditapes philippinarum は干潟域を代表する
鍵種であり，干潟再生のシンボルとされるアオギスと
同所的に生息する。瀬戸内海のアサリ漁獲量は 1985
年のピーク時の 45,023t から，2016 年現在ではその















2 才，2017 年の 3 才，すなわち 2014 年級群であった
ので，2014 年以降について値を求めた。なお，2018






2015年以前の状況   
　2014年：中津干潟では 2011 年に卓越年級が発生
し，2013 年級の加入も比較的良好であったことより，
2011 年秋季から 2013 年秋季まで本種が多く採集され
た（重田ほか，2014）。2012 年繁殖期の CPUE は 7.4
± 6.3 で，後述の 2016 年，2018 年と比較すると有意
に高値であった（表 1；ANOVA， P<0.01；Tukey-
Kramer の HSD 検定， P<0.05）。本種の成長は速く，

























型個体（満 1 才，2014 年級）を主体として，大型個





　2016 年の採集調査では，本種は 10 個体が採集され
たのみであった。CPUE は 0.80 ± 1.3（n＝13）で，
有 意 に 低 値 を 示 し た（ 表 1；ANOVA， P<0.01；
Tukey-Kramer の HSD 検定， P<0.05）。全長の計測が
表1
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できなかった 1 個体を除いて，9 個体の全長を計測す
ることができた。標本とした 5 個体について精査し，
生殖腺の観察と年齢査定により，全標本の雌雄と年齢
を把握した。図 1A にその結果を示す。全長は 21.3
～ 29.5cm（n＝9） に 及 ぶ が，78% が 全 長 21.3 ～
23.4cm の小型個体であった。精査した 5 標本は全て
繁殖雌魚であり，このうち 2 才（2014 年級）の 1 標
本を除き，残りの 4 標本が 1 才，すなわち 2015 年級
であった。全長と年齢査定結果より，全長範囲 21.0






範囲 28.5 ～ 30.0cm のやや大型個体のグループは，主
に 2 才雌の 2014 年級に相当すると考えられる。
CPUE と年齢組成より，1 才である 2015 年級の漁獲
加入（繁殖親魚群への加入でもある）は良好ではなかっ












種は 119 個体が採集された。採集時間が 1.5 時間未満
であった 1 名を除いて，CPUE は 4.3 ± 2.9（n＝18）
で 有 意 に や や 高 め で あ っ た（ 表 1；ANOVA， 
P<0.01；Tukey-Kramer の HSD 検定， P<0.05）。全長




れらの結果を示す。全長は 16.2 ～ 32.5cm（n＝98）
に及ぶが，82% が全長 16.2 ～ 25.2cm の小型個体で
あった。精査した 24 標本は全て繁殖親魚であり，こ
のうち 1 才，すなわち 2016 年級が 18 標本，2 才が 5
標本（全て雌），3 才が 1 標本（雌）であった。また，
雌の比率は有意に高く 75% を占めた（x2 検定，x2＝
6.00，df＝1， P<0.05）。全長と年齢査定結果より，全
長範囲 16.0 ～ 25.5cm の小型個体のグループは主に 1
才の 2016 年級である。2016 年級の漁獲加入（繁殖親
魚群への加入でもある）は，卓越する程ではなかった
ものの悪くはなかったものと考えられる。全長範囲
27.5 ～ 30.0cm のやや大型の 12 個体のグループは，
主に 2 才雌の 2015 年級に相当する。前項（2016 年）
では，1 才の 2015 年級の漁獲加入は良好ではなかっ
たことを示唆した。この 12 個体を 2 才の 2015 年級
と見なした場合，その CPUE は 0.77 ± 0.91（n＝14）
となる。前年の 2016 年の採集調査（前項）において，
全長範囲 21.0 ～ 23.5cm の小型個体のグループ 7 個体






　2018 年の採集調査では，本種は僅か 2 個体が採集
されるに止まった。CPUE は 0.33 ± 0.65（n＝9）で，
有意に極めて低い値を示した（表 1；ANOVA， 
P<0.01；Tukey-Kramer の HSD 検 定， P<0.05）。2 個
体とも標本とし精査した。図 1C にその結果を示す。
それぞれ全長 25.0cm（計測値は 249.85mm）の 1 才，
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成より，1 才である 2017 年級の漁獲加入が著しく不
良であったことがうかがえる。一方，前年の採集調査
では 2016 年級（1 才）が認められていたが，本年の
調査では（2 才となった）同年級がほとんど採集され
ていない。その原因は不明であるが，2016 ～ 2018 年
の採集場所の水温は 21.5 ～ 23.6℃，塩分は 26.4 ～
29.8 であり（n＝6），特に繁殖期の生息環境に異変は
























japonica では，この過程が 7 ～ 10 時間で進行する


























暖海域や温帯の魚種であれば，POF は 1 ～ 2 日程度
で吸収される（重田，2000）。シロギスでは，繁殖期
には同じ雌個体が毎日産卵することが知られ，POF
は 1 日で吸収される（Matsuyama et al., 1990）。これ




裏付けている。POF が 1 日で吸収されるとすると，6

































漁獲量はピーク時である 1985 年の 41,575t から，
2016 年にはその 1/1,124 となる僅か 37t にまで激減
し，ほぼ壊滅状態にある。瀬戸内海の漁業漁獲量がピー
クを迎えた 1985 年当時，アサリはカタクチイワシ
Engraulis japonicas 99,729t， マ イ ワ シ Sardinops 







けるアサリ漁獲量は，2014 年，2015 年および 2016
年は，それぞれ 0t，1t および 2t であった。同市の干
潟面積は 1,329ha であり，アサリ生産性は 2014 年，
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ha/ 年，0.0015t/ha/ 年であった。続く 2017，2018 両
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